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1. 多次元非定常時系列
離散時刻 i (i = 1, · · · , n)における (適当に変換した p × 1) 観測値ベクトル yi (=
(yij), j = 1, · · · , p) に対しトレンド成分 xi (= (xij)), 季節成分 si (= (sij)), 不規則
成分 vi (= (vij)) とする加法分解モデル yi = xi + si + vi を考察する。観察され
る経済時系列の多くは定常過程ではなく非定常時系列と見なせるが、階差操作・
季節階差をとると変動が安定することが多い。多次元時系列を分析する一つの目
的は変数間の関係を抽出することであるが、しばしば季節調整値や各系列の (季
節)階差をとり変数間の関係が分析される。ここではトレンド・季節性などの構
成要素間の関係を直接に考察する。
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では µiはランダムオーク, (1−L)µ(s)
i は季節ランダムオークにしたがう。左より
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2. マクロ SIML法
非定常時系列に対する変数誤差モデルの推定方法としては最尤法 (ML)が考えら
れるが、変数誤差モデルでは一般に最尤推定の解の挙動は自明でない。ここでは
ファイナンス計量分析の為にKunitomo-Sato (2008, 2013) が開発した分離情報最
尤推定 (SIML推定, Separating Information Maximum Likelihood Estimation) を
適用する。（Macro-SIML法と呼ぶ。）SIML法により多次元非定常時系列のトレ
ンド成分の分散・共分散、季節成分の分散・共分散、誤差の共分散の分散・共分散
を周波数成分分解より推定するとき、推定量は良い漸近的性質を持つ事がわかっ
たので、理論的な結果 (Kunitomo-Sato (2015))と実際の応用例を報告する。
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